
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

＜要求に当たっての基本的考え方＞  
建設局においては、「元気発進！北九州」プランに掲げる「便利で快適なまち」の実現に向

けて取り組んでいくと共に、さらにその上で、「緑の成長戦略で、人にやさしく元気な街づく

り！」に掲げる政策課題に取り組むこととして、次の５つの方針に基づき、「選択と集中」に

よる効率的な事業の推進に努めてまいります。 

 
◆○新八幡東田グリーングリッド事業 
◆自転車通行空間の整備 
◆小倉都心・黒崎副都心の低炭素型まちづくり推進 
◆道路照明、公園照明のLED化等の推進 
◆中心市街地の道路整備の推進 
◆浄化センターでの環境負荷低減への取り組み 
◆海外水ビジネスの推進 
◆環境学習の推進 
◆○新美しい街なか景観の創出 
◆○新北九州市民球場の観覧席改修  
◆○新到津の森公園10周年記念事業 
◆○新市制50周年記念｢(仮)北九州の土木｣の製作 
◆市西部地区(香月・黒川地区)ホタル保護活動拠点の支援 

建 設 局 
一般会計要求総額        ３９，０７０百万円

           （対前年度予算   ４．７％）

下水道事業特別会計要求総額   ４９，８４５百万円

           （対前年度予算 ▲ ４．７％）

      単年度資金剰余  ▲２２８百万円

＜事務事業の見直し＞ 
◆海外水ビジネスの推進 
◆樹木の育成管理の見直し 
◆不法占用物件除却業務委託の見直し

緑の成長戦略に資する快適なまちづくり 

◆橋梁長寿命化事業          
◆公園施設の長寿命化への計画的な取り組み 
◆道路サポーター、公園・河川愛護団体補助        

次世代に引き継ぐための施設の適切な維持管理 

◆水害から市民を守る緊急整備事業      
◆浸水対策事業の推進                 
◆災害時における緊急輸送道路の確保     
◆下水道の地震対策の推進               

安全で安心な災害に強いまちづくり 

◆主要幹線道路の整備 

交通・物流基盤の機能強化とネットワーク化 

◆バリアフリーのまちづくりの推進  
◆暮らしに身近な歩行空間整備事業 
◆健康づくりを支援する公園整備事業 
◆地域に役立つ公園づくり事業 

生活密着型公共事業の推進 

～河川愛護団体活動～ 

○新：新規事業

 
～八幡東田グリーングリッド事業～ 

 

 

～自転車通行空間整備～ 

 

2,145百万円

30百万円

27百万円

1,644百万円

200百万円

23百万円

240百万円

680百万円

615百万円

1,155百万円

802百万円

4,874百万円

217百万円

74百万円

19百万円

155百万円

130百万円

20百万円

5百万円

80百万円

10,389百万円

3,388百万円

2,766百万円

865百万円

1,050百万円


